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安
土
桃
山
時
代
に
お
け
る
代
用
人
蓼

〔
要
旨
〕
文
禄
・
慶
長
の
戦
乱
で
あ
っ
た
十
六
世
紀
、
輸
入
薬
で
あ
っ
た
人
蓼
は
、
極
め
て
少
量
の
流
入
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
、
来
日
し
て
い
た
経
東
・
金
徳
が
人
蓼
の
代
わ
り
に
代
用
の
人
蓼
を
使
用
し
た
と
い

う
記
録
を
認
め
た
。
経
東
は
人
蓼
を
採
取
す
る
と
き
は
、
人
に
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
『
詰
謀

記
事
」
に
は
、
金
徳
が
蔓
蓼
も
し
く
は
零
餘
子
人
蓼
を
使
用
し
た
と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
人
蓼
は

○
○
号
ご
§
里
竺
豐
Ｒ
ｏ
宮
軸
ま
た
は
、
塑
巨
ｓ
ご
冒
里
Ｆ
の
根
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
－
代
用
人
蓼
、
文
禄
の
役
、
金
徳
、
経
東

、
高
知
大
学
医
学
部
腫
瘍
局
所
制
御
学

別
高
知
大
学
医
学
部
麻
酔
・
救
急
・
災
害
医
学

帥
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
環
境
応
答
医
学
講
座
環
境
医
学
分
野

２

３

松
岡
尚
則
・
山
下
幸
一
・
村
崎
徹

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
二
巻
第
三
号
平
成
十
八
年
一
月
三
十
日
受
付

平
成
十
八
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
十
八
年
五
月
十
四
日
受
理
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「
詰
謀
記
事
」
に
は
、
「
朝
鮮
陣
に
元
親
君
数
々
生
捕
を
国
へ
つ
れ
来
り
玉
ふ
よ
し
。
其
内
に
金
徳
と
い
ふ
名
筈
有
り
。
布
師
田
粉
川

元
庵
療
治
金
徳
傳
と
い
ふ
正
傳
を
得
足
る
否
を
知
ら
ず
。
金
徳
常
に
蔓
参
を
ほ
り
て
遣
ひ
け
る
と
云
ふ
。
蔓
参
は
砂
参
の
類
に
て
蔓
有
。

葉
は
忍
冬
か
づ
ら
に
似
て
、
か
づ
ら
や
わ
ら
か
に
て
色
青
し
。
葉
は
両
々
相
対
し
て
、
茎
を
つ
み
切
れ
ば
乳
汁
の
如
き
汁
出
る
故
。
羊

乳
根
と
も
い
ふ
。
根
は
砂
参
と
も
違
、
生
姜
の
如
く
に
て
長
か
ら
ず
。
近
山
に
も
た
ま
た
ま
あ
れ
ど
も
沢
山
に
な
し
。
又
一
説
に
は
金

徳
は
零
餘
子
云
ヵ
三
人
参
を
作
り
て
用
と
も
云
・
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
た
。

経
東
・
金
徳
関
連
の
書
物
畠
詰
謀
記
事
」
入
江
正
雄
一
七
七
三
（
安
永
二
年
）
高
知
県
立
図
書
館
蔵
、
「
土
佐
物
語
」
森
文
庫
本

（
森
写
本
）
全
三
十
巻
一
七
九
七
（
寛
政
九
年
）
需
高
知
県
立
図
書
館
蔵
、
『
土
佐
国
人
物
志
」
土
佐
崎
人
伝
巻
之
四
高
知
市
立
図

書
館
若
尾
文
庫
に
お
け
る
人
参
の
記
載
を
集
め
、
こ
れ
に
対
す
る
記
録
を
考
察
し
た
。

文
禄
・
慶
長
時
代
に
お
い
て
、
日
本
に
大
量
の
韓
医
籍
や
韓
版
漢
医
籍
、
人
材
が
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
戦
乱
の
時
代
、

輸
入
薬
で
あ
っ
た
人
蓼
は
、
征
韓
の
将
士
の
手
よ
り
多
少
は
取
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
是
と
て
極
め
て
少
量
の
流
入
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
朝
鮮
に
は
官
私
人
蓼
の
貯
蔵
無
く
、
直
接
兵
士
が
之
を
採
取
す
る
こ
と
は
生
地
が
深
山
の
故
に
不
能

－
１
１
』

で
あ
っ
た
。

結
果

方
法
当
時
、
来
日
し
た
経
東
・
金
徳
が
代
用
人
参
を
使
用
し
た
と
い
う
記
録
を
認
め
た
の
で
考
察
す
る
《

緒
言
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『
土
佐
物
語
」
に
は
、
「
経
東
常
に
言
ひ
け
る
は
、
「
当
国
に
よ
き
人
参
有
り
」
と
て
、
大
き
な
る
丸
合
羽
を
着
て
山
野
に
出
で
、
草
む

ら
に
座
し
て
合
羽
の
内
に
て
是
を
取
り
、
葉
を
ば
人
の
見
ぬ
所
へ
捨
て
た
り
し
と
か
や
。
あ
は
れ
親
炎
し
て
是
を
学
び
ば
、
い
か
に
医

工
を
和
朝
に
伝
え
残
す
べ
き
も
の
を
。
邪
な
る
妬
み
故
無
法
の
死
を
与
へ
て
、
天
下
の
宝
を
失
ひ
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
。
」
と
の
記
載

豊
臣
秀
吉
の
戦
争
を
契
機
に
最
大
の
影
響
を
日
本
に
与
え
た
。
そ
の
中
心
は
多
量
な
李
朝
版
医
書
と
出
版
技
術
の
伝
来
で
あ
っ
た
が
、

（
り
こ
（
恥
勘
）

人
材
も
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
。
長
宗
我
部
家
も
朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
複
数
の
医
師
を
連
れ
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
経
東
と
い
う

医
師
が
い
た
と
さ
れ
る
。
経
東
は
朝
鮮
國
の
医
官
と
さ
れ
、
金
徳
、
金
徳
邦
、
金
徳
許
、
金
徳
許
徳
原
、
金
得
拝
、
金
得
許
、
き
ん
と
、

（
．
４
）
（
・
ｊ
）

き
ん
と
ん
と
も
記
さ
れ
る
。
経
東
は
、
文
禄
の
役
に
お
い
て
、
（
文
禄
二
年
）
（
癸
巳
）
長
宗
我
部
の
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
土
佐
〈
高
知
）

う
り
）
（
一
Ｊ
）

（
８
）

に
来
日
し
て
い
る
。
こ
の
経
東
は
、
明
人
雲
海
士
に
学
ん
だ
た
め
、
彼
の
医
術
は
雲
海
士
流
と
も
い
わ
れ
る
。
「
治
代
普
顕
記
』
に
は
、

当
時
の
上
方
に
お
け
る
主
要
な
医
学
の
流
派
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
、
「
先
年
元
親
代
高
麗
よ
り
渡
海
き
ん
と
流
」
と
の
記

（
０
）

載
さ
れ
て
お
り
、
慶
長
時
代
に
は
、
雲
海
士
流
は
、
上
方
で
は
有
名
な
医
術
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
・

安
土
桃
山
時
代
と
い
う
当
時
の
政
治
状
況
を
考
え
る
と
、
容
易
に
輸
入
薬
で
あ
っ
た
生
薬
が
手
に
入
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、

今
村
鞆
は
、
次
の
よ
う
に
安
土
桃
山
時
代
の
人
蓼
を
考
察
し
て
い
る
。

「
織
田
豊
臣
時
代
に
使
用
さ
れ
た
る
人
蓼
は
何
れ
に
得
た
る
か
、
又
、
其
人
蓼
が
眞
物
な
り
し
や
に
付
て
考
ふ
る
に
。
朝
鮮
と
の
公
け

が
あ
っ
た
。

『
土
佐
国
人
物
志
」
に
は
、
「
経
東
が
手
書
す
る
所
の
医
業
、
今
彼
家
に
蔵
す
。
又
所
持
せ
し
細
器
等
を
持
ち
伝
う
と
言
う
。
経
東
用

ふ
る
所
の
薬
種
多
く
は
当
国
山
野
に
て
堀
取
り
製
し
て
用
い
し
と
也
。
人
参
な
ど
も
当
国
に
あ
り
と
て
取
り
し
が
、
人
参
を
取
る
に
は

秘
し
て
人
に
知
ら
せ
ざ
り
し
と
也
。
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

考
察
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安
土
桃
山
時
代
以
前
の
代
用
人
蓼
の
使
用
状
況
で
は
、
『
書
心
方
」
諸
薬
名
第
十
の
中
に
、
「
人
参
和
名
加
乃
爾
介
久
佐
一
名
爾
己

太
一
名
ク
マ
ノ
ィ
砂
参
唐
丹
参
唐
又
殖
美
濃
國
此
唐
ト
ア
ル
ハ
當
時
日
本
二
無
ク
唐
薬
二
依
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
シ
タ
ル
ナ
リ

美
濃
國
二
殖
ス
ト
ハ
當
時
唐
種
ヲ
取
寄
七
栽
植
セ
ル
ヲ
指
ス
・
」
と
あ
り
、
カ
ノ
ニ
ゲ
グ
サ
、
ニ
コ
タ
、
ク
マ
ノ
イ
と
し
て
何
ら
か
の
植

（
川
）
（
Ⅲ
）
（
脳
）

物
に
て
人
蓼
の
代
わ
り
の
も
の
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
福
田
方
』
の
草
部
に
は
、
「
人
参
和
唐
蘆
頭
ヲ
去
ョ
ロ
ヅ
ヲ
ハ
カ
フ
ト
ョ
ム
此
フ
ト
ミ
ョ
リ
上
ノ
ホ
ソ
キ
ヲ
イ
ウ
ソ
ノ
所
也
食

之
反
吐
ノ
病
ヲ
生
ズ
ル
也
故
二
去
之
。
方
云
、
堅
實
（
く
み
）
ノ
入
ヲ
塊
（
ま
は
り
に
）
大
紫
量
ト
テ
切
目
ニ
ム
ラ
サ
キ
色
二
輪
ノ
マ

ハ
リ
タ
ル
ヲ
上
品
ト
ス
。
虚
泡
者
（
う
つ
け
あ
は
き
）
ハ
下
也
、
下
品
二
兎
如
此
ナ
ル
也
。
或
云
、
心
無
ヲ
ハ
齊
造
ト
ス
ト
難
モ
其
華

ヵ
人
参
ニ
ヵ
ハ
レ
ル
也
。
鎌
倉
人
参
卜
云
少
シ
良
シ
◎
洛
陽
邊
ノ
者
ハ
虚
泡
二
兎
不
好
、
齊
薩
ノ
類
力
・
」

と
代
用
人
蓼
が
示
さ
れ
て
お
り
、
心
無
を
蓄
禧
と
す
る
と
い
う
が
、
そ
の
華
は
人
蓼
に
か
わ
れ
る
と
い
い
、
鎌
倉
人
蓼
と
い
っ
て
少

（
旧
）
（
Ｍ
）

し
良
く
、
洛
陽
（
京
都
）
辺
り
の
も
の
は
、
良
く
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

の
交
通
は
中
止
せ
ら
れ
、
唯
僅
か
に
一
同
天
正
五
年
妙
心
寺
の
僧
澤
天
荊
が
足
利
義
堯
の
使
と
偽
は
り
交
通
し
た
る
の
み
。
（
此
時
天
荊

は
自
己
の
病
の
為
と
穂
し
牛
黄
・
人
蓼
を
請
求
し
た
り
）
其
他
明
鮮
雨
國
へ
の
私
の
交
通
も
亦
行
は
れ
ざ
り
し
が
書
學
天
正
記
に
あ
る

貴
顯
の
療
法
に
は
必
ず
眞
人
蓼
を
用
ひ
ら
れ
し
と
見
る
べ
く
。
蓋
し
前
期
足
利
時
代
の
貯
蔵
の
賤
餘
又
は
朝
鮮
と
對
馬
と
の
密
貿
易
に

よ
り
小
量
輸
入
さ
れ
し
も
の
を
用
ひ
た
り
と
推
測
せ
ら
る
。
後
期
に
至
り
慶
長
文
禄
の
役
興
り
し
後
は
征
韓
の
将
士
の
手
よ
り
多
少
は

齋
ら
れ
し
を
想
像
す
る
も
是
と
て
極
め
て
少
量
と
見
る
べ
し
。
何
と
な
れ
ば
、
當
時
朝
鮮
に
は
官
私
人
蓼
の
貯
蔵
無
く
、
直
接
兵
士
が

之
を
採
取
す
る
こ
と
は
生
地
が
深
山
の
故
に
不
能
な
れ
ば
な
り
。
要
之
に
此
期
に
於
け
る
眞
の
人
蓼
の
使
用
量
は
餘
り
多
く
に
は
達
せ

ず
。
庸
警
輩
の
使
用
し
た
る
も
の
は
悉
く
擬
人
蓼
に
し
て
、
眞
人
蓼
の
藥
効
に
干
り
し
者
は
少
數
の
上
流
社
の
み
な
り
と
断
定
す
べ
し
。
」

と
あ
り
、
安
土
桃
山
時
代
、
身
分
の
高
い
も
の
は
本
物
の
人
蓼
を
使
用
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
代
用
の
人
蓼
が
使
用
さ
れ
た

（
１
）

の
で
あ
ろ
う
と
考
察
し
て
い
る
。
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室
町
時
代
、
さ
ら
に
、
「
真
人
参
は
支
那
よ
り
は
一
根
を
も
入
り
た
る
事
無
く
悉
く
朝
鮮
一
方
よ
り
入
り
た
る
も
の
に
て
、
此
を
國
交

贈
品
と
貿
易
と
の
二
項
に
匡
別
す
。
前
者
は
高
麗
の
末
期
郭
夢
周
が
日
本
九
州
探
題
今
川
了
波
の
許
に
使
せ
し
三
年
前
天
授
元
年
、
羅

興
儒
を
京
都
に
遣
は
し
海
冠
禁
墜
を
請
ひ
し
時
に
始
ま
り
。
明
徳
六
年
足
利
義
植
迄
に
し
て
、
此
百
二
十
一
年
間
に
約
二
千
三
百
餘
斤
。

後
者
は
史
の
記
載
に
殆
ん
ど
漏
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
密
貿
易
も
相
当
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
足
利
中
期
の
貿
易
の
盛
な
り
し
頃

に
は
禮
物
と
併
せ
て
一
箇
年
、
三
、
四
百
斤
に
は
で
ざ
る
べ
く
、
假
り
に
一
年
三
百
斤
と
し
、
一
剤
一
日
分
の
虎
方
量
平
均
五
銭
と
せ

ば
、
延
剤
数
九
千
六
百
剤
。
此
の
推
定
量
よ
り
見
れ
ば
上
中
流
以
外
に
は
行
渡
ら
ず
、
他
は
大
抵
疑
人
参
を
使
用
し
た
る
も
の
な
る
べ

（
Ｍ
｝

し
。
」
と
今
村
鞆
は
推
定
し
て
い
る
。

（
胴
）

江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
人
参
が
山
中
に
自
生
す
る
「
山
参
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
取
で
き
る
量
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
朝
鮮
側

（
川
）

の
人
参
政
策
の
影
響
も
あ
っ
て
、
年
間
の
輸
入
量
は
常
に
不
安
定
で
あ
っ
た
・

明
医
一
官
何
欽
吉
が
一
六
四
六
孟
保
三
年
）
に
内
之
浦
に
入
津
し
て
程
な
く
都
城
郊
外
の
梶
山
の
山
中
で
和
人
参
〈
竹
節
人
参
）

（
Ⅳ
）

（
Ⅲ
）

を
発
見
。
通
説
で
は
、
こ
の
年
代
が
「
寛
永
年
間
」
と
さ
れ
、
梶
山
（
都
城
領
梶
山
外
城
・
宮
崎
県
三
股
町
梶
山
）
は
妻
の
実
家
が
あ

（
Ⅲ
）

っ
た
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
見
の
後
、
竹
節
人
参
は
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

吉
益
東
洞
『
薬
徴
」
の
人
参
の
項
に
「
朝
鮮
産
は
味
甘
く
、
そ
の
真
性
に
非
ず
、
心
下
瘤
硬
に
用
い
て
無
効
、
本
邦
産
を
と
り
て
用

（
訂
）

い
る
と
大
い
に
効
果
が
あ
る
。
苦
を
殺
す
勿
れ
・
」
と
示
し
た
こ
と
も
あ
り
、
竹
節
人
参
の
使
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

『
土
佐
州
郡
志
一
に
は
、
高
岡
郡
四
万
川
村
、
越
知
面
村
お
よ
び
芳
生
野
村
で
小
人
参
の
記
載
が
あ
り
、
土
佐
で
も
竹
節
人
参
〈
小
人

参
）
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

（
型
）
（
鋼
）

ま
た
、
一
七
二
一
（
享
保
六
年
）
日
本
に
人
蓼
の
生
草
を
入
手
し
、
お
種
人
参
が
日
本
に
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
前
は
、
人
参

弓
臼
〕
貝
臼
易
ｇ
Ｅ
は
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
た
。
真
物
の
人
蓼
が
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
中
期
に
入
っ
て
か
ら

の
こ
と
の
よ
う
で
、
雨
森
芳
洲
『
た
は
れ
ぐ
さ
」
に
は
「
某
し
若
き
時
武
蔵
に
在
り
し
に
、
其
頃
迄
は
人
参
を
用
ふ
る
農
師
甚
だ
稀
な

「
土
佐
州
郡
志
」
に
は
、
高
岡
郡

（
訓
｝

）
が
生
産
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
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り
。
若
も
人
参
を
用
ふ
る
髻
師
甚
だ
稀
な
り
。
若
も
人
蓼
を
用
ふ
る
警
師
あ
れ
ば
下
手
な
り
と
い
へ
り
。
世
の
人
人
蓼
の
功
あ
る
事
を

知
ら
ず
と
て
杉
某
と
云
へ
る
瞥
師
常
に
憂
と
し
て
語
り
き
◎
其
後
李
士
材
・
藷
萬
與
な
ど
云
え
る
も
の
、
方
書
世
に
行
は
れ
、
今
日
此

頃
に
至
り
て
輕
き
病
に
も
人
蓼
を
用
ひ
ざ
る
馨
師
少
な
し
。
若
し
も
人
蓼
を
用
ひ
ざ
る
匿
師
あ
れ
ば
下
手
な
り
と
い
へ
り
。
去
る
頃
又

武
蔵
に
行
き
杉
某
に
あ
ひ
し
に
、
世
の
人
人
蓼
の
害
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
と
語
り
て
、
其
事
の
み
憂
ふ
徐
景
山
が
通
介
な
り
と
ほ
め
け

り
。
走
り
た
る
見
識
あ
り
て
世
の
は
や
り
に
従
は
ざ
る
こ
ぞ
た
ふ
と
け
れ
。
」
と
あ
り
、
雨
森
芳
洲
の
若
い
と
き
に
は
、
あ
ま
り
人
蓼
は

（
訓
）

も
ち
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
軽
い
病
気
に
も
人
蓼
を
使
用
し
な
い
医
師
は
少
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

「
土
佐
物
語
」
に
は
「
経
東
常
に
言
ひ
け
る
は
、
「
当
国
に
よ
き
人
参
有
り
」
」
と
あ
り
、
日
本
に
も
な
ん
ら
か
の
人
蓼
の
代
わ
り
と
な

る
植
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
「
大
き
な
る
丸
合
羽
を
着
て
山
野
に
出
で
、
草
む
ら
に
座
し
て
合
羽
の
内
に
て
是
を
取
り
、
葉
を
ば
人

の
見
ぬ
所
へ
捨
て
た
り
し
と
か
や
。
」
と
記
さ
れ
、
『
土
佐
国
人
物
志
」
に
も
、
「
経
東
用
ふ
る
所
の
薬
種
多
く
は
当
国
山
野
に
て
堀
取
り

製
し
て
用
い
し
と
也
。
人
参
な
ど
も
当
国
に
あ
り
と
て
取
り
し
が
、
人
参
を
取
る
に
は
秘
し
て
人
に
知
ら
せ
ざ
り
し
と
也
・
」
と
あ
り
、

極
力
他
の
人
に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
採
取
し
て
い
る
。

し
か
し
、
『
詰
謀
記
事
」
に
は
、
「
金
徳
常
に
蔓
参
を
ほ
り
て
遣
ひ
け
る
と
云
ふ
。
蔓
参
は
砂
参
の
類
に
て
蔓
有
。
葉
は
忍
冬
か
づ
ら

に
似
て
、
か
づ
ら
や
わ
ら
か
に
て
色
青
し
。
葉
は
両
々
相
対
し
て
、
茎
を
つ
み
切
れ
ば
乳
汁
の
如
き
汁
出
る
故
。
羊
乳
根
と
も
い
ふ
。

根
は
砂
参
と
も
違
、
生
姜
の
如
く
に
て
長
か
ら
ず
。
近
山
に
も
た
ま
た
ま
あ
れ
ど
も
沢
山
に
な
し
。
又
一
説
に
は
金
徳
は
零
餘
子
（
ム

ヵ
コ
）
人
参
を
作
り
て
用
と
も
云
・
」
と
伝
聞
で
あ
る
が
、
比
較
的
は
っ
き
り
と
し
た
植
物
の
特
徴
を
示
し
た
記
述
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

特
徴
を
考
慮
す
る
と
、
蔓
参
は
、
９
号
ご
呂
望
の
愚
胃
§
国
、
零
餘
子
（
ム
カ
己
人
参
は
望
匡
自
画
言
忽
Ｆ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
た
。

蔓
参
（
羊
乳
根
）
（
○
○
号
国
§
亀
の
孟
国
。
①
母
国
．
画
①
員
乞
、
砂
蓼
（
沙
蓼
）
三
号
ご
§
言
国
く
①
『
胃
筐
釦
図
画
Ｓ
、
）
、
齊
吃

（
』
鳥
目
ｇ
ｏ
国
の
胃
国
．
巨
唇
・
）
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
に
至
る
ま
で
、
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
実
際
、
一
七
二
（
正
徳
元
年
、
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粛
宗
三
十
七
年
）
北
尾
春
圃
と
、
朝
鮮
通
信
使
に
お
け
る
医
官
奇
斗
文
と
の
「
桑
韓
医
談
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
問
い

（
野
）

た
だ
す
問
答
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
奇
斗
文
は
「
霄
萢
一
名
蔓
参
」
と
答
え
て
い
る
。
今
村
鞆
は
『
人
参
史
」
の
中
で
、
「
蔓
蓼

マ
ン
、
ン
ン
羊
乳
根
日
本
名
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
の
朝
鮮
名
。
此
蔓
蓼
の
名
今
に
朝
鮮
内
に
通
用
せ
り
。
」
と
書
き
、
「
五
州
桁
文
長
菱
散
稿
」

産
後
鶏
蕊
辨
證
説
を
引
用
し
て
い
る
。
「
今
産
後
の
百
病
蓄
造
俗
名
蓋
多
貴
或
は
蔓
蓼
と
柄
す
の
生
（
ナ
マ
）
な
る
者
を
取
り
、
陳

（
フ
ル
キ
）
雌
鶏
と
同
煎
膏
を
成
し
汁
を
取
り
、
服
。
而
し
て
立
ろ
に
甦
る
」
と
あ
り
、
「
鞆
日
、
此
茜
浩
と
あ
る
は
、
乳
羊
根
日
本
名

ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
を
き
し
た
る
も
の
に
て
。
沙
蓼
則
ソ
バ
ナ
を
指
し
た
る
に
非
ず
。
又
、
蓋
多
貴
の
蓋
の
字
は
卜
か
又
タ
の
音
の
あ
る
字

の
誤
な
る
べ
し
。
此
書
爲
本
に
て
傳
は
り
全
巻
誤
嶌
多
し
。
著
者
は
憲
宗
時
代
の
人
な
れ
ば
、
今
よ
り
約
百
年
前
に
既
に
此
蔓
蓼
の
穂

（
郡
）

あ
り
を
知
る
。
蓋
或
は
霊
の
字
の
誤
嶌
か
。
」
と
今
村
鞆
は
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
一
八
（
享
保
三
年
）
よ
り
幕
府
の
命
に
よ
っ

て
始
ま
る
朝
鮮
薬
剤
調
査
に
お
い
て
み
ら
れ
る
蕃
危
に
つ
い
て
は
、
「
越
常
右
衛
門
報
告
三
」
（
享
保
六
年
十
月
二
十
且
で
「
一
、

齊
瞳
右
之
文
字
書
付
遣
シ
東
莱
薬
店
許
稗
将
方
よ
り
其
品
取
寄
申
候
処
、
和
名
難
相
知
候
二
付
、
何
も
生
を
見
申
候
時
之
形
色
絵
図

仕
、
根
葉
相
添
差
上
申
候
」
と
書
か
れ
、
丹
羽
正
伯
『
東
医
宝
鑑
湯
液
類
」
で
は
、
茜
だ
ヒ
キ
ヲ
コ
シ
、
村
田
磁
磨
は
ソ
バ
ナ
と
す

（
”
）

る
等
、
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
、
蔓
参
、
砂
蓼
〈
沙
蓼
）
、
齊
萢
の
扱
い
に
つ
い
て
は
混
乱
が
み
ら
れ
る
も
の

の
、
「
詰
謀
記
事
］
の
記
載
は
、
蔓
参
は
、
９
号
画
§
望
旦
§
８
胃
鼬
、
零
餘
子
（
ム
ヵ
三
人
参
は
塑
尾
白
国
営
の
畳
冒
を
示
し
て
い
る

の
、
「
詰
謀
記
事
」

と
考
え
ら
れ
た
。

『
詰
謀
記
事
」
は
、
谷
秦
山
の
門
人
・
入
江
正
雄
（
彌
内
と
称
す
。
土
佐
の
人
。
一
七
八
四
（
天
明
四
年
）
六
月
十
五
日
没
・
）
に

よ
っ
て
編
修
さ
れ
た
書
物
で
、
巻
頭
の
宮
地
春
樹
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
一
七
七
三
（
安
永
二
年
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
年
完
成
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
編
修
の
意
図
は
、
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
見
聞
録
に
よ
っ
て
善
悪
と
も
に
後
世
読
む
者
が
教
訓
と
し
て
行
い

を
慎
む
た
め
で
あ
る
。
経
東
釜
徳
）
の
時
代
か
ら
約
二
百
年
間
が
あ
り
、
「
詰
謀
記
事
」
は
経
東
釜
徳
）
自
身
が
記
載
し
た
も
の
で
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と
め
ら
れ
た
。

文
禄
・
慶
長
年
間
に
来
日
し
た
経
東
に
よ
る
代
用
人
参
の
記
録
を
発
見
し
た
。
経
東
は
は
っ
き
り
と
し
た
代
用
人
参
を
当
時
の
日
本

人
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
語
謀
記
臺
に
よ
る
と
、
９
号
冒
呂
爵
曾
。
の
。
曾
幽
ま
た
は
、
塑
匡
冒
冒
の
届
．
で
あ
っ
た
可
能
性
が
み

朝
鮮
半
島
で
は
、
李
朝
に
入
っ
て
、
医
学
が
発
達
し
、
、
医
療
が
普
及
す
る
に
及
ん
で
、
明
か
ら
大
量
の
薬
剤
の
輸
入
を
必
要
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
量
の
薬
剤
を
輸
入
せ
ん
と
す
れ
ば
、
多
額
の
国
費
の
流
出
が
伴
い
、
一
面
明
か
ら
の
貿
求
も
制
限
下
に
あ
っ
た

か
ら
簡
単
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
こ
こ
に
、
自
主
的
薬
剤
供
給
に
よ
っ
て
打
開
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
唐
薬

と
郷
薬
（
半
島
の
薬
の
こ
と
）
と
の
異
同
を
検
討
し
、
自
国
産
で
役
立
つ
も
の
は
極
力
こ
れ
を
使
用
し
、
或
い
は
そ
の
知
識
を
結
集

（
郷
）

し
て
『
郷
薬
本
草
」
を
編
纂
す
る
な
ど
、
郷
薬
の
普
及
引
い
て
は
唐
薬
の
防
遇
へ
と
、
万
全
の
施
策
が
講
ざ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景

も
あ
り
、
経
東
が
日
本
に
わ
た
っ
て
も
、
医
療
を
継
続
で
き
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
代
用
人
参
に
関
す
る
知
識
を
も
っ
て
い
た
と
考

は
な
く
、
二
次
的
史
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
入
江
の
時
代
の
知
識
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
詰
謀
記
事
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
七
三
五
（
享
保
一
千
年
）
に
長
岡
郡
衣
笠
村
（
南
国
市
）
で
掘
出
し
た
中
国
の
元
の
銭
四
貫
文

余
に
つ
い
て
も
、
す
ぐ
れ
た
時
代
考
証
を
な
し
、
谷
秦
山
の
最
後
お
よ
び
そ
の
葬
儀
等
に
つ
い
て
も
、
正
確
な
記
録
を
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
経
東
（
金
徳
）
に
つ
い
て
の
内
容
も
で
き
る
だ
け
、
忠
実
な
伝
聞
を
記
述
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
た
。

え
ら
れ
た
。

ま
と
め
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調
査
に
あ
た
り
、
韓
国
側
か
ら
協
力
と
い
た
だ
い
た
孟
華
隻
漢
豐
院
孟
原
模
先
生
、
柳
恩
卿
先
生
に
際
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
隠
峯
全
書
」
『
湖
南
節
義
録
」
に
金
徳
邦
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
ご
示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
韓
國
韓
豐
学
研
究
院
安
相
佑
学
術

信
息
部
長
に
対
し
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
日
本
Ｔ
Ｃ
Ｍ
研
究
所
・
安
井
医
院
安
井
廣

迪
先
生
、
吉
冨
復
陽
堂
医
院
吉
冨
誠
先
生
、
名
古
屋
市
立
大
学
牧
野
利
明
先
生
、
鍼
灸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
横
山
浩
之
先
生
に
は
、

心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
慶
煕
大
学
医
史
学
金
南
一
教
授
に
は
、
金
徳
邦
の
生
年
月
日
に
関
す
る
疑
問
を
解
決
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

文
献
（
１
）
今
村
鞆
「
人
参
史
』
第
五
巻
人
参
医
薬
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
六
二
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
思
文
閣
出

版
、
京
都
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
２
）
真
柳
誠
「
韓
国
伝
統
医
学
文
献
と
日
中
韓
の
相
互
伝
播
」
「
温
知
会
会
報
』
三
四
号
、
二
○
八
’
二
一
五
頁
、
一
九
九
四
（
平
成
六
年
）

（
３
）
金
奉
絃
「
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
義
兵
闘
争
』
四
○
一
’
四
○
四
頁
、
彩
流
社
、
東
京
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

（
４
）
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
平
成
十
四
年
度
企
画
展
図
録
『
鍼
の
ひ
び
き
灸
の
ぬ
く
も
り
Ｉ
癒
し
の
歴
史
’
一
五
○
’
五
一
、
二
○
○
二

謝
辞

（
平
成
十
四
年
）

（
５
）
平
尾
道
雄
「

（
６
）
吉
田
考
世
「

（
７
）
岡
本
信
古
『

（
８
）
臨
床
実
践

（
９
）
鎌
田
勘
之
丞

（
脚
）
丹
波
康
頼
『

「
土
佐
医
学
史
考
」
、
高
知
市
民
図
書
館
、
高
知
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
年
）

「
土
佐
物
語
」
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
年
）
、
明
石
書
店
、
東
京
、
一
九
九
七
（
平
成
九
年
）

『
土
佐
崎
人
伝
」
（
巻
四
）
天
保
甲
辰
夏
六
月
若
尾
澗
水
昭
和
三
年
写
本

鍼
灸
流
儀
書
集
成
第
六
冊
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）

坐
（
家
時
）
『
治
代
普
顕
記
』
、
高
知
県
立
図
書
館
蔵
、
慶
長
初
期

『
筈
心
方
」
三
十
巻
、
九
八
二
（
天
元
五
年
）
編
募
、
九
八
四
（
永
観
二
年
）
奏
進
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（
肥
）
難
波
恒
雄
「
漢
方
入
門
』
、
保
育
社
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
年
）

（
蛆
）
佐
々
木
綱
洋
「
何
欽
吉
と
、
そ
の
故
郷
、
澄
海
県
（
明
・
広
東
省
潮
州
府
澄
海
県
）
ｌ
付
記
・
旧
都
城
唐
人
町
天
水
家
蛎
祖
像
」
、
社
会
文

化
研
究
所
紀
要
五
二
、
三
五
’
八
一
、
八
幡
大
学
社
会
文
化
研
究
所
、
二
○
○
三

（
別
）
吉
益
東
洞
「
薬
徴
』
一
七
七
一
（
明
和
八
年
）

（
幻
）
緒
方
宗
哲
編
「
土
佐
州
郡
志
」
宝
永
年
間
（
一
七
○
四
～
一
七
一
二
成
立
と
い
わ
れ
る
。

（
配
）
「
宗
家
文
書
「
（
江
戸
）
御
留
守
中
毎
日
記
」
、
東
京
大
学
資
料
編
墓
所
所
蔵

（
銘
）
泉
澄
一
編
『
宗
氏
実
録
（
二
二
精
文
堂
出
版
、
大
阪
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）

（
鯉
）
雨
森
芳
洲
「
た
は
れ
ぐ
さ
」
上
、
「
医
師
の
見
識
」
一
七
八
九
（
寛
政
元
年
）

（
妬
）
北
尾
春
圃
「
桑
韓
医
談
』
一
七
一
三
（
正
徳
三
年
）
、
皇
都
書
林
、
万
屋
喜
兵
衛
印
刷

（
恥
）
今
村
鞆
『
人
参
史
』
第
七
巻
参
名
彙
孜
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
五
四
六
’
五
四
七
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、

（
肥
）
今
村
鞆
一
人
参
史
』
峠

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
Ｌ

〈
〃
）
瀬
尾
昭
「
鹿
児
島
の
恭

一
九
九
一
（
平
成
三
年
）

（
皿
）
今
村
鞆
「
人
参
史
』
第
五
巻
人
参
医
薬
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
四
四
’
四
六
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
思

文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
吃
）
今
村
鞆
『
人
参
史
」
第
七
巻
参
名
彙
孜
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
一
○
七
’
一
○
九
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、

思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
Ｂ
）
友
隣
（
林
）
「
福
田
方
』
一
二
巻
、
一
三
六
二
～
六
七
（
貞
治
年
間
）
の
成
立
と
言
わ
れ
る
。

（
皿
）
今
村
鞆
『
人
参
史
」
第
五
巻
人
参
医
薬
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
五
十
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
思
文
閣
出

版
、
京
都
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
肥
）
今
村
鞆
「
人
参
史
』
第
六
巻
人
参
雑
記
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
二
三
一
’
三
○
四
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、

思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
肥
）
今
村
鞆
『
人
参
史
』
第
二
巻
政
治
篇
、
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
、
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、

「
鹿
児
島
の
薬
用
人
参

『
人
参
史
』
第
二
咋

（
昭
和
四
十
六
年
）

ま
ぼ
ろ
し
の
さ
つ
ま
人
参
」
社
団
法
人
鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
八
○
年
史
、
鹿
児
島
県
薬
剤
師
会
、
鹿
児
島
、
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思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
”
）
田
代
和
生
「
江
戸
時
代
朝
鮮
薬
剤
調
査
の
研
究
』
、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
年
）

（
詔
）
三
木
栄
「
補
訂
朝
鮮
瞥
學
史
及
疾
病
史
』
一
二
六
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）



つ
や
め ASubstitutefbrJinsengintheAzuchiMomoyamaEra

TakanoriMATSUOKA,KoichiYAMASHITAandToruMURASAKI
櫛
ざ
旺
迄
岬
七
鶉
Ｊ
筵
堂
三
毒
判
網
韓
莚
雪
韓
・
１
冊
吟
三
・
壼
担
匿
專

SmallamountsofJinsengwereimportedasmedicinefromfbreigncountriesasaresultof

ToyotomiHideyoshi'sWarinKoreainthelatel6thcentury.WefoundreportsthatKinton

(Kintoku)wasusedasasubstitutefOrjinsengintheAzuchiMomoyamaEra.

Itisnotshownhowjinsengwasgatheredfromkinton,butinHochokiji,thereisareporton
theuseoftherootsofCodonOpsIs/anceoﾉataorSiumnmsiL.


